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笑顔あふれるまち  飯南町



　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
に
と
っ

て
の
教
育
環
境
と
学
校
の
配
置
や

規
模
の
方
向
性
を
示
す「
教
育
環

境
基
本
計
画（
素
案
）」を
策
定
し

ま
し
た
。

　

赤
名
、来
島
、頓
原
小
は
可
能
な

限
り
存
続
、志
々
小
は
児
童
数
の

減
少
や
校
舎
の
老
朽
化
な
ど
を
考

慮
し
て
、頓
原
小
と
の
統
合
を
検

討
し
て
い
ま
す
。中
学
校
は
施
設
、

生
徒
数
の
推
移
、通
学
、コ
ス
ト
な

ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
令
和

10
年
度
を
め
ど
に
再
編
す
る
方
向

で
す
。

　

議
会
の
意
見
も
あ
り
、今
後
保
護

者
や
地
域
住
民
、関
係
の
皆
さ
ん
と

十
分
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
で
人
口
減
少
を

抑
制
す
る
た
め
、新
た
に
15
歳
以
上

35
歳
未
満
の
本
町
の
出
身
者
や
、し

ま
ね
留
学
等
に
よ
る
飯
南
高
校
卒

業
生
を
対
象
に「
笑
顔
と
誇
り
を
未

来
へ
繋
ぐ
い
い
な
ん
暮
ら
し
応
援

給
付
事
業
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
住
み
続
け
、働
く
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
、対
象
者
に
５

年
間
で
い
〜
に
ゃ
ん
P
A
Y
50
万

か
ら
1
0
0
万
ポ
イ
ン
ト
を
支
給

し
ま
す
。（
9
ペ
ー
ジ
に
関
連
記

事
）

ご
み
処
理
の
普
及
啓
発
を
行
い

ま
す
。

　

電
力
消
費
量
の
多
い
下
水
処

理
場
施
設
な
ど
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
整
備
し
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
家
消
費
で
、脱
炭
素

化
の
推
進
と
電
気
代
の
削
減
を

図
り
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
や
役
割
分
担
の
負

担
感
な
ど
、現
状
の
集
落
単
位
で

の
地
域
運
営
が
難
し
く
、課
題
を

抱
え
る
地
域
も
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。実
態
を
調
査
し
、今
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

　

町
議
員
の
議
員
報
酬
を
引
き
上

げ
る
こ
と
が
適
当
と
し
て
、飯
南

町
特
別
報
酬
審
議
会
か
ら
答
申
を

受
け
ま
し
た
。こ
の
度
の
報
酬
改

定
が
、議
員
活
動
の
さ
ら
な
る
充

実
と
魅
力
あ
る
議
会
づ
く
り
の
一

助
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

各
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
運

営
が
困
難
な
中
、飯
南
町
社
会
福
祉

協
議
会
と
友
愛
会
が
運
営
す
る
２

施
設
を
統
合
す
る
こ
と
な
ど
が
方

針
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。町
と
し
て

も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

に
向
け
て
必
要
な
支
援
を
検
討
し

ま
す
。建
設
予
定
地
は
、「
医
療
機
関

に
近
い
地
域
」と
い
う
観
点
、両
法

人
の
意
向
も
踏
ま
え
選
定
し
、町
で

用
地
取
得
と
敷
地
造
成
を
実
施
す

る
方
向
で
す
。（
8
ペ
ー
ジ
に
関
連

記
事
）

事
者
の
確
保
な
ど
に
も
努
め
、病

院
運
営
、地
域
医
療
体
制
の
維
持
、

充
実
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
度
、照
明
設
備
の
L
E
D
化

や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、音
響
設
備
更

新
等
の
工
事
を
行
い
ま
し
た
。今
年

度
は
、災
害
時
に
備
え
た
避
難
所
機

能
の
整
備
と
し
て
、非
常
用
発
電
設

備
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
想
定

し
、町
全
体
の
防
災
訓
練
を
６
月

１
日
に
計
画
し
て
い
ま
す
。防
災

は
、日
頃
か
ら
繰
り
返
し
の
訓
練

が
大
切
で
す
。

　

近
年
の
気
象
状
況
や
備
蓄
品
な

ど
の
防
災
対
策
に
関
す
る
出
前
講

座
は
、昨
年
度
７
つ
の
地
域
・
団
体

で
実
施
。災
害
時
の
対
応
を
話
し

合
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

生
ご
み
の
減
量
化
と
焼
却
時
の

二
酸
化
炭
素
削
減
を
図
る
た
め
、

木
製
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用
し
た

　

計
画
で
は
、ま
ち
の
基
本
理
念

「
小
さ
な
田
舎
か
ら
の
生
命
地
域
宣

言
」の
も
と
、目
指
す
将
来
像
は「
笑

顔
と
誇
り
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち  

飯
南
」と
し
、10
年
後
も
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、豊
か
さ
の

継
承
と
創
造
へ
の
挑
戦
を
目
指
し

ま
す
。計
画
に
基
づ
き
、豊
か
で
持

続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

施
策
を
進
め
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、新
年
度

か
ら
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期

接
種
と
な
り
ま
す
。接
種
勧
奨
や

公
費
助
成
な
ど
を
適
切
に
行
い
、

予
防
を
図
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、今
年

度
も
定
期
接
種
の
対
象
で
す
。医

療
機
関
で
の
予
約
に
よ
る
接
種
が

想
定
さ
れ
ま
す
。接
種
費
用
は
、国

か
ら
の
補
助
の
通
知
が
あ
り
次
第
、

今
後
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

高
度
・
重
度
難
聴
者
に
は
、身
体

障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。補
聴
器
の
使
用

で
日
常
生
活
の
不
便
が
軽
減
さ

れ
、認
知
症
の
進
行
抑
制
に
も
有

効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、新
た
に
65

歳
以
上
の
中
等
度
難
聴
者
も
対
象

に
補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成
を
開

始
し
ま
す
。

　
「
誰
も
が
健
や
か
な
暮
ら
し
づ

く
り
」「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
」の
た
め
、飯
南
病
院
で
は

小
規
模
な
が
ら
も
救
急
医
療
、入

院
機
能
と
い
っ
た
必
要
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
実
践

の
場
と
し
て
、志
の
あ
る
医
療
従

　

水
田
農
業（
米
）・
特
産
・
畜
産
・
林

業
の
現
状
や
課
題
、今
後
の
取
組
を

定
め
た「
飯
南
町
農
林
業
振
興
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
、パ

プ
リ
カ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
、町

が
推
奨
す
る
園
芸
作
物
の
販
路
確

保
に
よ
る
生
産
所
得
向
上
も
含

め
、次
世
代
を
担
う
若
者
世
代
に

と
っ
て
魅
力
が
あ
り
、持
続
可
能

な
農
林
業
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

計
画
に
基
づ
き
し
っ
か
り
と
取
組

を
進
め
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
ま
な
み
、琴
引

ビ
レ
ッ
ジ
山
荘
、憩
い
の
郷
衣
掛

は
、施
設
の
あ
り
方
・
機
能
再
編
を

検
討
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
も
参
考
に
、利
便
性
の
確
保
、

施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
、今
後
の

財
政
状
況
も
鑑
み
、慎
重
に
検
討
を

進
め
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

　
「
飯
南
町
脱
炭
素
の
ま
ち
宣
言
」

後
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め
、

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
本
町
に

ふ
さ
わ
し
い
取
組
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。昨
年
１
月
に
策
定
し
た

「
飯
南
町
脱
炭
素
の
ま
ち
推
進
計

画
」に
基
づ
き「
2
0
5
0
年
に
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
全
体
と
し
て

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
」に
向
け

て
、ま
ず
は
公
共
施
設
の
脱
炭
素

化
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、飯
南
病
院

近
く
に
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設

を
整
備
し
、今
月
か
ら
受
け
入
れ

を
開
始
し
ま
し
た
。施
設
の
愛
称

は「
ぱ
ぷ
り
か
」に
決
定
。仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

（
8
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

最
優
先
課
題
及
び

重
点
施
策

総
合
振
興
計
画
に

掲
げ
る
主
要
施
策

第
３
次
総
合
振
興
計
画
の

推
進

町
内
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
事
業
の
維
持

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の

開
始

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

中
等
度
難
聴
者
補
聴
器
助
成

町
内
小
中
学
校
の
再
編

（
教
育
環
境
基
本
計
画
の
策
定
）

若
者
の
町
内
定
着
・

就
労
支
援

脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組

創
造
力
の
あ
る
未
来
の

人
づ
く
り

観
光
宿
泊
施
設
の
あ
り
方

地
域
医
療
の
維
持
・
充
実

地
域
防
災
力
の
向
上

議
会
議
員
報
酬
の
答
申

農
林
業
振
興
計
画

誇
れ
る
産
業
と
仕
事
づ
く
り

赤
名
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
把
握
調
査
の

実
施

協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

予
防
接
種

誰
も
が
健
や
か
な

暮
ら
し
づ
く
り

ご
み
減
量
の
普
及
啓
発
・

公
共
施
設
等
の
脱
炭
素
化

「笑顔と誇りを未来へつなぐまち 飯南」の
実現に向けて

ま
ち
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　１月の飯南町長選挙におきまして、引き続き、町政の
舵取り役を担わせていただくこととなりました。今後４年
間、町民の皆様のご理解ご協力をいただきながら、職員
一丸となり町政課題の解決に強い使命感を持って取り
組んでいきます。　　　　　　　　　町長　塚原 隆昭

❶ 子どもたちの声が聞こえるまちづくり
 　（少子化対策）
❷ 安心・安全なまちづくり
❸ 誇れる産業が継続できるまちづくり
❹ 定住を進めるまちづくり
❺ 歴史文化を感じるまちづくり

公約に掲げる５つの重点政策

令和７年第２回飯南町議会定例会
町長所信表明・提案理由説明要旨

●詳細はこちらをご覧ください



依
存
財
源

自
主
財
源

［新］：新規事業　［拡］：拡充事業
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問合せ　総務課（財政担当）　　76-2211

　今年度の一般会計当初予算は、昨年度と比べ7.1％（5億7千万円）の減少となりました。昨年度実施した町営住宅や
病児・病後児保育施設の建設など、大規模建設事業が終了したことが主な要因です。
　予算規模は例年並みに落ち着きましたが、賃金上昇や物価高騰により人件費や指定管理料など経常的な経費の増加
が続いており、基金（貯金）を取り崩すことで対応しています。
　第3次総合振興計画に掲げる5つの政策分野のもと、本町の将来像を実現するため、限られた財源を効果的に活用し
ていきます。

　今年度に実施する予算規模の大きな建設事業は、総務費
の赤名農村環境改善センターの大規模改修（1億3千万円）、
土木費の町道改良工事（1億7千万円）や町営住宅の改修工事
（7千万円）などがあります。
　公債費（借金の返済費用）の総額は11億8千万円で、昨年度
から3千万円減少しましたが、依然として返済資金の調達が
厳しい状況が続いています。

　歳入の半分以上を占める地方交付税は、国の制度改正や
予算規模等を踏まえ昨年度同額の40億円を、町債（借金）は
大規模建設事業が比較的少なく昨年度から4億5千万円減
少し、6億5千万円の発行を予定しています。基金（貯金）の
取り崩しは、経常的な支出の増加により5億7千万円となり
ました。

当初予算の概要「笑顔と誇りを未来へつなぐまち  飯南」の実現に向けて

108億7,539万円
●人口：4,251人　●世帯：1,939戸

[ 使用する費用（一般会計） ] １人当たり：176万円 ・１世帯当たり：386万円
[ 納税額（町税） ] １人当たり：11万円・１世帯当たり：25万円

予算額
74億8,652万円
6億2,558万円
1億8,954万円
4,105万円

13億7,716万円
5億7,007万円
5億8,547万円

108億7,539万円

7.1％減
0.8％減
2.4％増
7.7％増
2.1％減
39.1％増
1.0％増
3.7％減合　計

会計名 前年度比
一般会計
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険サービス事業
病院事業
簡易水道事業
下水道事業

一般会計・特別会計合わせて

総合振興計画に掲げる５つの分野ごとに主な事業を紹介します。

町民1人当たり・1世帯当たり（令和7年4月1日現在）

支出収入

予備費
1,200万円
（0.2％）

議会費
6,569万円
（0.9％）

消防費
2億5,004万円
（3.3％）

商工費  3億4,711万円（4.6％）その他  8億2,649万円（10.9％）

繰入金  5億7,362万円（7.7％）

町税  4億7,769万円（6.4％）

町債  6億4,790万円（8.7％）

国県支出金
9億6,082万円（12.9％）

地方交付税  40億円（53.4％）

教育費  5億3,129万円（7.1％）

土木費  6億5,490万円（8.7％）

衛生費  8億4,997万円（11.4％）

公債費  11億7,656万円（15.7％）

民生費  13億7,516万円（18.4％）

総務費  15億4,423万円（20.6％）

農林水産業費
6億7,958万円（9.1％）

74億8,652万円一般会計当初予算

前年度比

3.7
％減

令和7年度

子育て・教育・文化
［新］高2留学（高校2年生の国内留学制度）の実施
滞在型地域交流拠点施設の整備（周辺整備）
出産祝い金・子育て世帯生活用品の給付
保育所の運営
［新］病児・病後児保育施設の運営
［拡］不登校児童・生徒の支援
［新］小中学校の学習用タブレット端末一括更新
小中学校校舎等の修繕・設備更新
［新］塩谷上遺跡出土古銭の詳細調査
［新］国民スポーツ大会（R12）に向けた環境整備・施設整備の検討

728万円
1,141万円
764万円
3億99万円
988万円
878万円
3,337万円
1,024万円
93万円
233万円

産業振興
特定地域づくり事業協同組合への支援
［新］スマート農業(ICTやロボット技術を活用した農業)の導入支援
［新］堆肥センターの機器・設備更新
［新］町産材製材加工推進のための検討業務
飯南米のブランド化推進
ガソリンスタンドの機器・施設整備支援
い～にゃんPAYの普及・利用促進

2,300万円
750万円
2,096万円
560万円
285万円
773万円
812万円

保健・医療・介護・福祉
老人ホーム入所措置
［新］認知症対策推進のための補聴器購入助成
障がい者福祉の推進（医療費助成、介護・訓練等給付等）
健康増進計画（健康ないいなん２１）の策定
医療従事者確保対策（学生への支援金、就業支度金）
［拡］各種予防接種の実施（インフルエンザ・帯状疱疹等）
各種健診の実施（健診、がん・歯科検診、乳幼児健診等）
飯南病院の運営資金補助

1億2,695万円
60万円

2億5,854万円
434万円
1,290万円
1,639万円
3,548万円

3億6,767万円

自治・行政運営
民間企業からの人材派遣による地域振興（広報・情報発信等）
［拡］地域おこし協力隊の活動（インターン型協力隊等の実施）
集落支援員の活動
［新］コミュニティのあり方検討に向けた現状把握調査
［拡］地域づくりや若者女性の活動に対する補助金・プロモーション冊子作成等
［新］農大生への「地域貢献推進ポイント」給付

1,120万円
1,662万円
1,993万円
298万円
1,479万円
150万円

定住・生活・防災・自然環境
［新］本町出身の若者等への「いいなん暮らし応援給付事業」
住宅新築・増改築等各種住宅改修補助金
公共交通の確保（町営バス、デマンドバス等）
第３次地域公共交通計画の策定
ごみ処理施設運営負担金
町道改良工事
［新］町営住宅（杉戸団地・中通団地）の改修工事
消防団関連経費（消防団活動経費、車両更新）
［新］宇山地区送水加圧ポンプ所整備工事
［新］浄化センター自家消費型太陽光発電設備設置工事

150万円
1,660万円

1億1,265万円
413万円

1億1,584万円
1億6,929万円
6,902万円
6,110万円

1億円
3,400万円
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熊谷兼樹さん（下来島）石川恭子さん（頓原）

景山泰治さん（上来島）

　

長
年
、飯
南
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
委

員
を
務
め
、国
民
健
康
保
険
事
業
の
推
進
に
特

別
に
貢
献
し
た
と
し
て
、次
の
３
人
が「
島
根

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
表
彰
」を
受
賞

し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
者

●
景
山
泰
治
さ
ん

【
委
嘱
期
間
】平
成
23
年
４
月
〜
令
和
６
年
３
月

の
13
年
間（
平
成
29
年
〜
令
和
６
年
ま
で
会
長

7
年
）

●
熊
谷
兼
樹
さ
ん

【
委
嘱
期
間
】平
成
21
年
８
月
〜
平
成
31
年
３

月
、令
和
３
年
８
月
〜
令
和
５
年
８
月
の
計

11
年

●
石
川
恭
子
さ
ん

【
委
嘱
期
間
】平
成
27
年
４
月
〜
令
和
６
年
３

月
の
９
年
間 多

年
に
わ
た
る
活
動
に
対
し
て

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
表
彰

飯
南
町
の
文
化
を
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト

文
化
協
会
交
流
会

3.16
日

オカリナグループ「こもれび」の発表

　

来
島
交
流
セ
ン
タ
ー
で
飯
南
町
文
化
協
会

主
催
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、同
協
会
に
所
属
す
る
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、地
域
住
民

と
の
交
流
の
場
と
し
て
開
催
。バ
ン
ド
や
合
唱

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、写
真
や
短
歌
の
展
示
な
ど

各
所
属
団
体
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、同
協
会
の
会
員
だ
け
で
な
く
地

域
住
民
も
来
場
し
、発
表
や
作
品
展
示
を
満

喫
。住
民
の
皆
さ
ん
に
文
化
団
体
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

先ずは笑顔で明るくあいさつするところから

　

憩
い
の
郷
衣
掛
で
、赤
名
地
域
ま
ち
づ
く

り
連
絡
会
が
主
催
の「
ほ
め
る
達
人
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
子
市
役
所
職
員
で「
ほ
め
達
特
別
認
定

講
師
」の
辻
佳
枝
さ
ん
が
、住
民
同
士
が
笑
顔

で
ほ
め
合
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
増
え
、豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
と
講

演
。講
演
会
で
は
実
際
に
参
加
者
同
士
が
ほ

め
合
う
時
間
も
あ
り
、和
や
か
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
今
日
初
め
て
話
し
た
方
も

い
ま
し
た
が
、ほ
め
合
う
こ
と
で
楽
し
く
交
流

で
き
ま
し
た
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

人
間
関
係
を
明
る
く
す
る

ほ
め
る
達
人
講
演
会

三
良
坂
町
へ
お
出
か
け
！

高
齢
者
交
流
と
お
買
い
物
ツ
ア
ー

3.26
水

大勢でにぎやかなツアーとなりました

70
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
人
を
対
象
と

し
た
お
買
い
物
ツ
ア
ー
が
、飯
南
町
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、高
齢
者
同
士
の
交
流
と
、外

出
や
買
い
物
な
ど
の
生
活
支
援
が
目
的
。当

日
は
快
晴
の
中
、参
加
者
21
人
が
三
次
市
三

良
坂
町
へ
出
か
け
、出
雲
大
社
備
後
分
院
を

お
参
り
し
た
後
、近
く
の
大
型
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
買
い
物

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
頓
原
地
区
の
住
民
が
対
象
。参

加
者
は「
天
気
も
良
く
、分
院
に
お
参
り
に
来

ら
れ
て
う
れ
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

3.22
土

飯
南
町
の
森
林
を
守
り
た
い

琴
引
舞
茸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表

3.12
水

3.21
金

大きな声で堂 と々発表し、舞茸の魅力を伝えました

　

志
々
小
５
、６
年
生
の
児
童
６
人
が
役
場
本
庁

舎
を
訪
れ
、「
琴
引
舞
茸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
成
果

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
飯
南

町
の
森
林
を
守
る
人
の
思
い
に
触
れ
、地
域
の
役

に
立
ち
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。舞

茸
の
魅
力
を
詰
め
込
ん
だ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

や
、う
ぐ
い
す
茶
屋
で
の
舞
茸
お
に
ぎ
り
の
販
売

な
ど
、舞
茸
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
皆
さ
ん
は
、町
長
に「
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
役
場
に
置
き
、た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら

い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
役

場
本
庁
舎
の
掲
示
板
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

よ
し
え

試作した機具を見せながら発表する
竹内槍將斗さん、三上薫さん、五所尾航大さん（左から）

　

鳥
取
大
医
学
部
で
開
催
さ
れ
た「
第
６
回

発
明
楽
コ
ン
テ
ス
ト
」で
、３
月
に
飯
南
高
を

卒
業
し
た
３
人
の
発
明
が
見
事
大
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は「
困
っ
て
い
る
課
題
を

解
決
し
、周
り
の
人
が
笑
顔
に
な
れ
る
ア
イ

デ
ア
」を
募
集
。３
人
は
授
業
で
取
り
組
ん
だ

「
立
っ
た
ま
ま
苗
を
定
植
で
き
る
機
具
」を
製

作
し
た
理
由
や
過
程
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

３
人
は「
高
校
の
集
大
成
と
し
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

飯
南
高
校
生
命
地
域
学
の
集
大
成

高
校
生
の
発
明
楽
コ
ン
テ
ス
ト
で
大
賞

3.27
木

堂
々
た
る
語
り
口
に
拍
手
喝
采

高
校
生
弁
士
が
無
声
映
画
鑑
賞
会
に
出
演

3.19
水現代の活動写真弁士の第一人者 澤登翠さん

（後列右から2番目）などプロ弁士の方 と々

　

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た「
百
花
繚
乱
大

活
動
写
真
大
会
」に
、長
太
郎
活
動
写
真

弁
士
保
存
会
の
澤
田
煌
明
さ
ん（
飯
南
高

２
年
）が
出
演
し
ま
し
た
。

　

無
声
映
画（
活
動
写
真
）を
上
映
す
る

際
、セ
リ
フ
や
解
説
を
加
え
る「
活
動
写

真
弁
士
」と
し
て
活
躍
す
る
澤
田
さ
ん
。

　

今
月
7
日
に
は
塚
原
町
長
を
訪
問
し
、

「
楽
士
さ
ん
の
生
演
奏
に
合
わ
せ
た
上
演

は
初
め
て
で
不
安
で
し
た
が
、楽
屋
で
プ

ロ
の
弁
士
さ
ん
に
勇
気
づ
け
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」と
報
告
し
ま

し
た
。

こ
う
め
い
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町
教
育
委
員
会
が
、赤
穴
八
幡
宮
に

古
く
か
ら
ま
つ
ら
れ
て
き
た
玉
依
姫

立
像
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
像
は
虫
食
い
や
腐
食
が
激
し

い
た
め
、島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史

博
物
館
で
保
存
処
理
、調
査
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。移
動
の
前
に

町
内
で
公
開
し
、博
物
館
の
学
芸
員

や
赤
穴
八
幡
宮
宮
司
の
倉
橋
英
さ
ん

か
ら
、立
像
の
い
わ
れ
や
特
徴
な
ど

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。千
年
の

歴
史
の
あ
る
像
に
、参
加
者
も
熱
心

に
見
入
り
ま
し
た
。

　

今
後
、保
存
処
置
が
行
わ
れ
た
後
、

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
で
展
示
さ
れ

る
予
定
で
す
。

当時の彩色も残っており、感嘆の声があがりました

友愛会の岸理事長（左）、
社協の小野理事長（中央）と町長が調印

要望が多かった単身用住宅が増えました

軽トラ10台と警察車両で交通安全を呼びかけ

玉
依
姫
立
像

見
学
会
を
開
催

月3月17日

　

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
止

す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
的
に
、日
本
郵
便（
株
）と
協
定

を
締
結
。役
場
本
庁
舎
で
締
結
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、役
場
本
庁
舎
、各
支
所

な
ど
を
避
難
施
設
に
指
定
し
て
い
ま

す
が
、今
回
の
協
定
で
、町
内
５
カ
所

の
郵
便
局
を
新
た
に
指
定
し
ま
し

た
。町
民
の
皆
さ
ん
が
熱
中
症
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
際
な

ど
に
、郵
便
局
に
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
被

害
防
止
の
た
め
、指
定
避
難
所
の
拡

充
を
進
め
ま
す
。

4月から町内5ヵ所の郵便局に避難できます

日
本
郵
便
と

指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）

に
係
る
協
定
を
締
結

月3月24日

　

単
身
者
向
け
と
し
て
頓
原
に
建

設
し
て
い
た「
上
町
団
地
」が
完
成

し
、今
月
か
ら
入
居
開
始
と
な
り
ま

し
た
。

　

木
造
２
階
建
て
が
２
棟
、総
戸
数

12
戸
の
団
地
。1
D
K
の
間
取
り
に

加
え
、洗
濯
物
が
干
せ
る
サ
ン
ル
ー

ム
も
備
え
て
お
り
、暮
ら
し
や
す
さ

を
工
夫
。若
者
の
定
住
促
進
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
の
空
き
状
況
や
入
居
申

込
に
つ
い
て
は
、随
時
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
設
課

　

7
6・3
9
4
2

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

「
上
町
団
地
」入
居
開
始

　

４
月
１
日
付
け
で
着
任
し
た
協
力

隊
を
紹
介
し
ま
す
。

●
岩
崎 

健
太
朗
さ
ん（
静
岡
県
か
ら
）

（
業
務
）し
め
縄
づ
く
り
の
継
承
等

（
勤
務
場
所
）大
し
め
な
わ
創
作
館

　

し
め
縄
文
化
や
技
術
を
伝
承
で
き

る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

紹
介

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
に

あ
わ
せ
て
、交
通
安
全
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

７
日
に
は
、赤
来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
と
森
島
建
設
が
、軽
ト
ラ
に
よ

る「
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
」を
実
施
。

出
発
式
が
行
わ
れ
た
後
、赤
名
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
発
し
、

赤
来
地
区
を
一
周
し
ま
し
た
。

　

赤
来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
塚
本

良
二
会
長
は「
町
全
体
で
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
取
り
組
む
た

め
、私
た
ち
も
安
全
な
運
転
に
努
め

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動

●
毎
週
金
曜
日
発
行

●
購
読
料   

月
７
０
０
円（
税
・
送
料

込
）

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

７
６・２
２
１
４

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

農
業
専
門
紙

「
全
国
農
業
新
聞
」

　

今
月
１
日
か
ら
飯
南
町
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設（
愛
称 

ぱ
ぷ
り
か
）の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

児
童
が
病
気
や
そ
の
回
復
期
の
間
、

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
に
一

時
的
に
児
童
を
預
か
る
施
設
で
、保
育

士
や
看
護
師
が
保
育
し
ま
す
。事
前
の

利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
案
内

●
住
所　

飯
南
町
頓
原
2
0
8
4
番
地
4

　
　
　
　
（
頓
原
町
民
プ
ー
ル
横
）

●
開
所
日
時　

平
日
８
時
〜
18
時

●
利
用
料　

児
童
一
人
当
た
り
１
日

　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

●
予
約
方
法

・町
公
式
L
I
N
E
か
ら

・
電
話
か
ら

　

7
6
・
2
2
7
7

問
合
せ

こ
ど
も
未
来
推
進
室

　

7
6
・
2
2
1
3
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た
ま　

よ
り　

ひ
め

病
児・病
後
児
保
育
施
設
の

運
用
を
開
始

詳しくはこちら
広いプレイルームと個室を
備えています

火4月1日

　

飯
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
社
会

福
祉
法
人
友
愛
会
が
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
介
護
事
業
所
を
統
合
し
、

新
た
な
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、協
定
を
締
結
。町
長
立
ち
合
い

の
も
と
、調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、町
内
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
付
随
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

恒
久
的
に
存
続
し
、さ
ら
に
安
定
経
営

を
図
る
こ
と
で
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
。今
後
、新
た

な
施
設
の
建
設
や
事
業
の
統
合
を
行

い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
新
施
設
の
用
地
取
得

と
敷
地
造
成
な
ど
、必
要
な
支
援
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
事
業
統
合
に

関
す
る
協
定
調
印
式

月3月31日

あ
き
ら

火4月1日

　

新
た
な
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、

U
タ
ー
ン
者
等
へ
の
ポ
イ
ン
ト
給
付

事
業
を
今
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
15
歳
〜
35
歳
未

満
の
出
身
者
等
で
、し
ま
ね
留
学
等

に
よ
り
飯
南
高
校
を
卒
業
し
た
人

や
、高
校
卒
業
後
に
引
き
続
き
町
内

に
就
職
し
た
人
も
含
み
ま
す
。

　

U
タ
ー
ン
に
対
し
て
最
高
50
万
ポ

イ
ン
ト
、町
内
事
業
所
へ
の
就
職
で
さ

ら
に
50
万
ポ
イ
ン
ト
を「
い
〜
に
ゃ
ん

P
A
Y
」で
給
付
し
ま
す
。

　

U
タ
ー
ン
を
検
討
し
て
い
る
若
い

世
代
を
後
押
し
し
、本
町
で
の
新
た

な
暮
ら
し
を
支
援
す
る
給
付
金
。町

外
に
お
住
ま
い
の
町
出
身
の
方
に
も

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
給
付
の
対
象
範
囲
、申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

7
6・2
8
6
4

笑
顔
と
誇
り
を
未
来
へ

繋
ぐ
い
い
な
ん
暮
ら
し

応
援
給
付
事
業

火4月1日
詳しくはこちら

4月6日
～15日

日

火



飯南町行政機構・職員配置表

飯南病院 電話72-0221　［院長］ 角田耕紀  ［副院長］ 黒谷一志  ［副院長］ 三上隆浩　来島診療所 電話76-2309

診 療 部

看 護 部

管 理 部

医療技術部

【診療部長】 松本賢治
【来島診療所長】 槇野貴文

文田昌平

田部裕子・古林恵美・齋藤正弥・高橋伶奈・須山貴文
上田哲也・長岡嵩斉・安田一平・那須有美子・伊藤久実

米原美水
【課長補佐】藤原将洋・田邉郁也

【看護部長】 石橋奈美
【病棟看護師長】湯丹百合子
【外来看護師長】三島由美

【事務長】高橋克裕

【医療技術部長】倉橋清衛 
【医療技術部次長】大坂健一

〈主な仕事〉診療・施設医・学校医・産業医

訪問看護ステーション 電話72-1781
内田亜紀・森山智博・舛田由里香 〈主な仕事〉訪問看護・訪問リハビリ

〈主な仕事〉看護・診療介助

保健福祉課 電話72-1770 ［課長］ 安部　農  ［課長補佐］ 福田峰子  ［課長補佐］ 小玉千恵（社会福祉協議会へ派遣）

地域包括ケア
推 進 担 当

福 祉 担 当 林　泰宏・景山雄斗 〈主な仕事〉こども家庭センター（児童福祉）・福祉の総合的事務・敬老事業・
　　　　　介護保険・民生児童委員会・乳児こども医療・後期高齢者給付

［事務局］安部　農（兼務）・福田峰子（兼務） 〈主な仕事〉医療対策・医療等従事者確保対策・
　　　　　保健医療介護福祉の連携・地域包括医療ケア推進

地域包括支援
セ ン タ ー ［看護師長］宍戸陽子・嘉田将典・石飛悦子（兼務）・田村素子（兼務）〈主な仕事〉高齢者の総合相談・介護予防・認知症予防

〈主な仕事〉薬剤・栄養・放射線・検査・
　　　　　リハビリ・歯科衛生

〈主な仕事〉庶務・会計・医事・施設管理

地域医療部 【地域医療部長】黒谷一志（兼務） 〈主な仕事〉地域連携・健康診断

議会事務局 電話76-2190 ［事務局長］ 藤原一也 〈主な仕事〉議会運営・監査委員の補助事務

総　務　課 電話76-2211 ［課長］ 永井あけみ  ［課長補佐］ 三島光暁
総 務 担 当 竹田佑子 〈主な仕事〉例規・庶務・秘書

まちづくり推進課 電話76-2864 ［課長］ 藤原清伸  ［課長補佐］ 前川由紀

防災危機管理室 ［室長］ 田村　剛

こども未来推進室 ［室長］ 野津史昭（兼務）

産業振興課 電話76-2214 ［課長］ 深石尚志　［総括監］ 本間康浩　［課長補佐］ 景山貴文（農業委員会事務局長兼務）

住　民　課 電話76-2213 ［課長］ 野津史昭   ［課長補佐］ 後長隆哉　［課長補佐］ 澤田和彦（来島支所長兼務）

土 木 担 当 吉井健司・朝津直哉・景山慎也・矢野宥都 〈主な仕事〉公共土木・農林土木・災害復旧・公営住宅

町民生活・土地改良担当 渡部カオル・松村優輝 〈主な仕事〉窓口事務・土地改良区

上下水道担当 山田弘幸・山内孝之・松原芳輝 〈主な仕事〉水道・下水道・農業集落排水・合併処理浄化槽

建設課 電話76-3942 ［課長］ 森山　篤  ［課長補佐］ 奥野憲孝

教育委員会 電話76-3944 ［次長］ 石飛幹祐   ［課長補佐］ 関島哲郎

頓原基幹支所 電話72-0311 ［基幹支所長］ 渡邊博司（志々支所長兼務）

社会教育担当 淺原美彩・難波　淳（県教育委員会からの派遣職員） 〈主な仕事〉社会教育・社会体育・人権教育・文化振興・文化財保護

地籍調査担当 小林　亘 〈主な仕事〉地籍調査

三嶋一生 〈主な仕事〉窓口事務

地域振興担当 大谷剛史郎・吾郷紘平・高橋健太郎 〈主な仕事〉地域振興・ふるさと納税・飯南高校支援・
　　　 志津見ダム周辺地域活性化対策

情 報 担 当 安部亜裕子・神谷晴子（AKOMEYATOKYOからの派遣職員） 〈主な仕事〉広聴広報・ホームページ・SNS運用・統計

塚原　誠・星野　崇・岡田季樹・景山瑛太・石田壮太
大渕　修

森山雄三・信藤　晃・和田泰裕

〈主な仕事〉農業振興・特産園芸・果樹振興・ほ場整備・畜産振興・
　　　 有害鳥獣対策・林業振興

商工・観光振興担当

農林・畜産振興担当

〈主な仕事〉観光振興・商工振興・新産業・企業誘致・脱炭素

二階堂了麻・武田　晃（島根県からの派遣職員） 〈主な仕事〉子育て支援・保育所事務・病児病後児保育・児童手当

行革・情報担当 安田健一・日高　魂 〈主な仕事〉選挙・情報・入札・財産管理

財 政 担 当 深石純生・落合亮仁 〈主な仕事〉予算・町債・基金・地方交付税

派 遣 職 員 田村　正（雲南市）・難波慎司（一部事務組合）・三上大輔（雲南広域連合）・小野祥寛（島根県市町村課）・山本友梨子（島根県後期高齢者医療広域連合 ）

町民生活担当

子育て支援担当

税 務 担 当 熊谷かおり・石橋早紀 〈主な仕事〉税務・国保料賦課徴収・後期高齢者保険料賦課徴収

湯立美智恵・吉岡丈瑠 〈主な仕事〉環境衛生・戸籍・マイナンバー・地域交通・交通安全・
　　　 窓口事務

学校教育担当 三島啓太・藤原さくら・宮川笙子
郷原秀文（県教育委員会からの派遣職員）

〈主な仕事〉庶務・教育行政総括・学校教育事務・給食会

渡邊典子 〈主な仕事〉国民年金・窓口事務来 島 支 所
　電話76-2393 　

志 々 支 所
　電話73-0001 　

派 遣 職 員
（社会福祉協議会）

桜ヶ台保育所  【所長】原　美佳・山根寛子・石田裕美
赤名保育所    【所長】景山直美・飯島恵美子 
来島保育所    奥野陽子・岡田雅子

出　納　室 電話76-2215 ［会計管理者］ 高木ゆかり 〈主な仕事〉出納事務・決算・債券運用

町長 塚原 隆昭　　　副町長 曽田 卓文　　　教育長 大谷 哲也

福祉事務所 電話72-1773 ［所長］ 門脇貴子
福 祉 担 当 海田竜一・三宅一樹・三上　翔 〈主な仕事〉生活保護・障がい者（児）福祉・母子（寡婦）父子福祉

新規採用職員
４月１日付で、
次の7人を
採用しました。

３月31日付で、次の職員が退職しました。
退職者

保健・医療担当

〈主な仕事〉国保資格給付管理

〈主な仕事〉こども家庭センター（妊娠期から母子乳幼児期保健）・
　　　　　青年期、壮年期、高齢期保健・予防接種・食育・健康づくり・
　　　　　住民健康管理・精神保健

田原理映

山戸由紀・石飛悦子・田村素子
空岡　舞・三島亜美・川橋裕子

藤原真理子（病棟主任）・影山寛美（病棟主任）・市山雅史（外来主任）・
木村純子・三嶋圭子・明見葉子・景山友美・伊藤美亜・長岡恵美・
坪倉千恵・高橋綾子・熊谷美樹・岩見桃子・常松沙弥・山本奈那・
吉川美和・森山菜美・井上瑠力・宇治田拓美・渡邊真綾・宇治田彩花・
黒角梨奈・加藤佳穂・吉中　卓・若槻暢倭・岡　夢乃・花田圭佑・
渡邊洋子・大上千恵

高橋健太郎
まちづくり推進課

大渕　修
産業振興課

松村優輝
頓原基幹支所

矢野宥都
建設課

黒谷一志
飯南病院副院長（兼）
地域医療部部長

倉橋清衛
飯南病院
医療技術部部長

花田圭佑
（飯南病院看護師）

※13ページに紹介記事

令和7年度

医師紹介
４月１日付で、飯南病院に派遣された医師を紹介します。
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〈主な仕事〉消防・防災・情報渡邉信太郎防 災 担 当

大上千恵
奥野裕衣
田中多美

（飯南病院）
（飯南病院）
（飯南病院）

三島智恵
石川　理
福永柊真

（福祉事務所）
（まちづくり推進課）
（住民課）

須山貴文
（飯南病院管理栄養士）

川橋裕子
保健福祉課

企画・定住推進担当 岡田祐也・八幡　輝
〈主な仕事〉企画・総合振興計画・地方創生・過疎対策・広域行政・
　　　 土地利用・姉妹都市交流・定住対策・地域おこし協力隊・
　　　 人材確保支援センター



●飯南病院   72-0221 ●来島診療所   76-2309 ●保健福祉センター   72-1770

まち お ち 箱ゃもの
MACHINO OMOCHABAKO

健康コラム
healthycol

umn

便り
飯南病院
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便り
保健福祉センター 元気に長く働ける職場の健康づくりを応援します

　社長自ら社員との日頃のコミュニケーションを心
がけておられます。町で実施している「健康にい～
にゃん週間」では、朝礼時に健康づくりを話題にし、
会社全体の健康意識向上に努めておられます。従
業員やその家族への感謝の気持ちを大切に、安心
して働ける環境づくりに取り組まれています。

　従業員一人一人への受診勧奨で特定健診の受
診率100パーセントを達成されています。減塩に
関する展示など、従業員の健康意識向上につな
がる取組もされています。部署ごとに相談しやす
い体制や新入社員への指導体制を確保し、働き
やすい職場づくりに努められています。

図書館探検
楽しさいっぱい ●中央図書館  76-2160

●頓原図書館  72-0301飯 図書館南町立飯 図書館南町立

今後のイベント情報

アコメヤ広島店の回

コラム

　飯南町に来て、早くも1年。昨年度は広報の仕事を通じ
て、あたたかく接してくださる方や楽しいイベントを知る機
会が多くありました。今年度も地域に出て活動ができれば
と思いますので、よろしくお願いします。
　今回は、アコメヤトウキョウ広島店を紹介します。3月24
日に広島駅直結の駅ビル「ミナモア」がオープンし、ここに
アコメヤが出店しています。アコメヤは現在、関東を中心
に、東は仙台、西は広島まで28店舗を展開。この度オープン
した広島店は、中四国・九州含めて初出店です。アコメヤで
は、飯南町産のお米2品種を取り扱っており、なかでもコシ
ヒカリは取り扱うお米のなかでダントツの販売数を誇りま
す。飯南米を販売していますので、ミナモアに訪れた際に
は、ぜひお越しください。
　これまで、飯南町フェアやイベントは東京などの関東域
で開催することが多かったですが、広島方面には、飯南町の
出身者や関わりのある方が多いので、アコメヤ広島店と絡
めて飯南町を発信したいと思います。広島店のスタッフの名
札には、大しめなわ創作館のしめ縄ピンバッジが付いてい
て、お客さんとの会話が始まるきっかけとして、また、飯南町

を紹介するツールとして活躍することと思います。
　アコメヤは今後も、少しずつ店舗が増えていく予定です。
これからも飯南町のお米や飯南町のことを伝えていける場
にしていきたいと思います。

来て、見て、知った! 飯南町のこと

JR改札階（2階）に位置します 飯南米を店舗の正面に展示

第67回 こどもの読書週間 4月23日（水）～ 5月12日（月）
「あいことばは ヒ・ラ・ケ・ホ・ン！」

期間
標語

●「みんなでこいのぼり」展示
　うろこを模した画用紙を配布し、お気に入りの本や
面白かった本のタイトルを書いてもらい、大きなこい
のぼりに貼り付けて飾ります。
配付期間　4月５日（土）～
展示期間　4月14日（月）～5月19日（月）（中央館）
　　　　　5月21日（水）～5月30日（金）（頓原館）

●「子ども向け雑誌リユース」
　保存期間が過ぎた子ども向けの雑誌を差し上げます。
※当館では、雑誌の保存期間を２年間としています。
期間　4月23日（水）～なくなり次第終了
場所　中央図書館

●「終活支援講座」（頓原公民館とのコラボ企画）
日時　5月21日（水）10時～
会場　交流センターとんばら
　　　だんだんサロン
講師　地域包括支援センター 宍戸陽子さん

　図書館利用者カードの登録情報に変更はあり
ませんか？進学、就職、転勤等で住所や電話番
号など連絡先に変更がある場合はお申し出くだ
さい。

おねがい

今後も職場の健康づくりを応援します。
認定事業の詳細は、お問い合わせください。　問合せ  保健福祉課　　72-1770

　本町では、健康づくりに取り組んでいる町内事業所を「飯南町ヘルスアップ事業所」として認定しています。
令和６年度に３年目の継続認定を行った２つの事業所を紹介します。

（有）正木建設 オージェイケイ（株）島根工場

役場まちづくり推進課の神谷です。（株）AKOMEYA TOKYO（アコメヤ）から、
国の企業人材派遣制度を利用して、昨年度から飯南町役場に勤務しています。

ア　コ　メ　ヤ ト　ウ　キ　ョ　ウ

オープン日には、飯南町産コシヒカリを紹介しました。
その様子がこちらの二次元コードからご覧いただけます。

４月から働く職員を紹介します

副院長（医師）
黒谷 一志

　皆さんこんにちは！
　飯南病院では初めての
勤務となりますが、隠岐島
前病院で10年間、邑智病
院で5年間、島根県の地域
医療に携わって来ました。
その経験を生かし、飯南病
院だけでなく、飯南町全体
の保健医療福祉に貢献で
きればと思っています。
　どうぞよろしくお願いし
ます！

医療技術部長
（医師）
倉橋　清衛

　中学卒業以来28年ぶり
に飯南町へUターンしまし
た。
　地域の皆さんと元気に楽
しく過ごし、医師として少し
でもお役に立てれば嬉しい
です。飯南町も様変わりし
て地域のことを知らないこ
とも多いので、ぜひいろい
ろ教えてください。
　よろしくお願いします。

看護師
花田　圭佑

　飯南高校卒業後、島根県
立大学に進学しました。
　しまね留学で初めて飯南
町を訪れ、地域の温かさに
触れ、飯南町が大好きにな
り、大学卒業後は、第二の
故郷である飯南町に戻って
きました。
　看護師として、患者さん
に寄り添い、安心していた
だける看護提供できるよう
に努めます。
　どうぞよろしくお願いい
たします。

管理栄養士
須山　貴文

　生まれは出雲ですが、小
さい頃は飯南町で過ごし、
多くの方にお世話になりま
した。
　今年島根県立大学を卒
業し、縁あって飯南町で働
けることをとても嬉しく思
います。
　第二の故郷である飯南町
で、栄養の面から健康を支
えることができるよう精進し
ていきたいと思います。
　よろしくお願いいたします。
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求 人 情 報

飯南町無料職業紹介所   　 76-2864
（役場まちづくり推進課内）

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介します。詳しい内容
を知りたい方、このほかの求人情報をご覧になりたい方は、
お問い合わせください。求人情報の閲覧のみも可能です。

※表示のない市外局番は「0854」です

72-1080（株）いいなん
バイオマス製造機の製造、農作物栽培作業
普通自動車運転免許(AT限定不可)
◎時970円

バイオマス製造機の製造、農作物栽培作業（正社員）
普通自動車運転免許(AT限定不可)
◎月143,792～167,200円

１人パート

１人フル

76-2300日本郵便(株)来島・頓原郵便局

郵便業務（郵便物の集配）（正社員登用制度あり）
原付か自動二輪か普通自動車運転免許
◎時1,070円～

窓口業務（正社員登用制度あり）
◎時990円～

１人パート

１人パート

72-0006（株）一福
ホール業務全般
特になし
◎時平日1,020円・土日祝 1,070円

２人パート

76-3944放課後子ども教室(教育委員会)

放課後、保護者のお迎えを待つ児童の見守り
（宿題等を教える必要はありません）
最初１～３日間程度は、就労体験（賃金あり）が可能
◎時968円

１人パート

72-1500ふくま歯科医院

歯科衛生士（正社員）
歯科衛生士
◎月190,000～220,000円

１人フル

72-0036（有）頓原ランドリー

衣類クリーニングの仕上げ・受付
普通自動車運転免許
◎時980円

１人パート

72-1221JA全農Ａコープ（株）Ａコープエルシィー店

商品づくりまたは補充・レジ等
◎時962円 ２人パート

76-2319JA全農Ａコープ（株）Ａコープきじま・あかな店

店舗業務
（青果・鮮魚・食品等の商品づくり・品出し・レジ等）
◎時962円

２人パート

76-9277株式会社ボウストフル・ファーマー ミセスロビンフッド

ホール係、調理補助
◎時1,000円～ １人パート
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　40～ 74歳の被扶養者の皆さんが受診できる健診
は、協会けんぽの特定健康診査です。
　協会けんぽの特定健康診査は、協会けんぽから費用
補助があります。
　健診の申込は、ご希望の健診機関に直接予約をお願
いします。受診の際には「受診券」と「マイナ保険証」が
必要です。※受診券は、４月にご自宅にお送りしていま
す。
　健診実施機関や受診方法は、協会けんぽ島根支部
ホームページからご確認いただけます。

問合せ
全国健康保険協会（協会けんぽ）島根支部
保健グループ　　0852-59-5139

協会けんぽ加入の被扶養者の
皆さんが受診できる健診

協会けんぽ
島根支部

　自動車税種別割の納期限は６月２日（月）です。納期
限までの納付をお願いします。
　納税通知書とスマートフォンやパソコンがあれば、二
次元コードなどを利用した便利なキャッシュレス納付も
利用できます。
　納税通知書が届かない場合は、お問い合せください。
●納税通知書発送日　５月１日（木）
●納付方法
・キャッシュレス納付（スマートフォン・クレジットカード・イン
ターネットバンキング）
・コンビニ支払い
・金融機関、島根県東部県民センター窓口支払い
※期限までの納税が難しい人は、一定の要件に該当す
れば、申請により納税の猶予を受けられる場合がありま
す。詳しくは島根県の県税のホームページを確認してく
ださい。

問合せ　島根県東部県民センター収納管理課
　0852-32-5629

時間と場所を確認のうえ、会場にお越しください。（予約不要）　　問合せ　住民課　　76-2213

自動車税種別割の納付

狂犬病予防注射を実施します

赤名・谷地区　５月14日（水）

向谷集会所

板屋谷集会所

肉戸橋付近

北野下公民館

栗屋谷入り口付近

飯南自動車　裏付近

農林会館

森島建設㈱　前

難波祐規様宅　前

景山誠二様宅　前

山本晃二様宅　前

福田自治会館

塩谷下集会所

谷高齢者コミュニティセンター

来島地区　５月15日（木）

奥真木公民館

木工創作等研修館

たかばし改善センター跡地

琴麓集会所

安江会館

潜岩バス停付近

来島交流センター

野萱集会所

奥野又督様宅　前

加田の湯

戸谷茂樹様宅　前

9：10～9：20

9：30～9：35

9：50～10：00

10：05～10：10

10：15～10：25

10：30～10：45

10：50～11：05

11：10～11：20

11：30～11：40

13：00～13：15

13：30～13：40

9：10～9：20

9：30～9：45

9：55～10：00

10：05～10：15

10：20～10：25

10：30～10：40

10：45～10：55

11：05～11：15

11：25～11：40

13：00～13：05

13：10～13：15

13：20～13：30

13：40～13：50

14：00～14：10

頓原・志々地区　５月16日（金）

交流センター都加賀

太田公会堂

大万木山麓自治会館

宇山小和田公会堂

門会館

長谷公民館

佐見会館

琴引公会堂

交流センターとんばら

獅子倶楽部

谷川・南公民館

さつき会館

角井自治会館

9：15～9：25

9：35～9：45

9：50～10：00

10：10～10：20

10：25～10：40

10：50～11：00

11：10～11：20

11：30～11：40

13：00～13：25

13：40～13：45

13：55～14：00

14：05～14：10

14：25～14：40

　島根県では、政府主催で実施される「全国戦没者追
悼式」式典に、島根県遺族代表として参列していただく
人を募集しています。

●日時　８月14日（木）・15日（金）
　　　　※式典は15日
●場所　日本武道館（東京都）
●対象者　戦没者の配偶者、子、父母、兄弟姉妹、孫、
甥姪、曾孫、子・兄弟姉妹・孫・甥姪の配偶者、18歳未
満の遺族（８月15日時点）とその保護者
※応募者の中から続柄や年齢等を考慮して、島根県で
選考されます。
●申込期限　５月30日（金）
参加費など詳細はお問い合わせください。

問合せ　住民課　　76-2213

　「まめネット」は「まめネットカード」をお持ちの県民
の皆さんの医療や介護の情報を、県内のさまざまな機
関で共有するネットワークです。病院・診療所間のカル
テ情報の共有や主に訪問系サービスを提供する事業
所間での情報共有を行っています。
　医療や介護のサービスをスムーズに受けることがで
き、ご本人やご家族の負担を軽減することができま
す。
●このような方におすすめです
・複数の医療機関を受診されている人
・持病、アレルギーをお持ちの人
・小さなお子様、ご高齢の人
・複数の薬の処方を受けている人
・在宅で訪問系サービスを受けている人

問合せ　NPO法人しまね医療情報ネットワーク協会
　0853-22-8058

しまね医療情報ネットワーク
「まめネット」を知っていますか 全国戦没者追悼式の参列者募集
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（一社）飯南町観光協会
　76-9050
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●中山間地域研究センター　　76-2025
https://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

養老孟司先生の講演会を開催

こんにちは
中山間地域研究センターです。
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●5月のし尿汲取り日

●5月のごみ収集日

決められた日時を
必ずお守りください。

収集地区 収集日収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

19日（月）7日（水）

26日（月）12日（月）

27日（火）13日（火）

28日（水）14日（水）

20日（火）8日（木） 28日（水）

21日（水）

21日（水）9日（金）

汲取り地区

頓原・志々

赤　名

来　島

汲取り日

　8日（木）

21日（水）

14日（水）

10日（土）

23日（金）

17日（土）

資源物

［クリーン㈱］　 72-1401（頓原地域）
［クリーン㈱］　 76-2441（赤来地域）

頓　

原

赤　

来

雲南市
飯南町事務組合
ホームページ

雲南夢ネットのデー
タ放送や雲南市・飯
南町事務組合ホーム
ページでも確認する
ことができます。

町区、敷波（古城・稲荷・田鍬下）

赤名（上市・中市・下市）、衣掛団地、宮ノ下団地
下赤名住宅地区
上赤名、下赤名、谷、上来島（上来島・安江・横路）、小田真木
野萱（琴麓、町道下三日市橋）、下来島
上来島（杉戸）、野萱（塚原・三日市・野萱・下三日市）

川東、川西（南）

都加賀、奥畑、上区、花栗、長谷、寺沢
敷波（田鍬西・田鍬東・琴引中・琴引奥）
佐見、獅子、川西（谷川・西・才谷1・才谷2）、志津見、角井

［いいしクリーンセンター］　 72-9217

NTTデータ（株）の社員の皆さま
冬の森林セラピー研修
　全国に支社を持つNTTデータ（株）が、若手女性社員
向けの研修先に飯南町・森林セラピーを選んでください
ました。
　例年だと徐々に雪も解けつつ、フキノトウが顔を覗か
せている３月中旬。今年は大寒波なのか前日にも降雪が
あり、一面真っ白でした。
　そんな時でも、飯南町の森林セラピーロードはスノー
シューを履いて散策できるのです♪

　初日は飯南町から、脱炭素事業やJ-クレジット、森林
セラピーの発表を行いつつ、みっちり企業内研修が行わ
れました。夕食時には町長も挨拶にお越し下さり、森の
ホテルもりのす名物「奥出雲和牛」に舌鼓。普段は 「支
社内に女性一人」も珍しくない皆さまとの事で、話の尽
きない夜が更けていきました。
　そして翌朝はスノーシューを履いての森林散策です。
新雪が積もった事でフカフカの雪原を貸切状態。九州や
四国からの皆さまは、雪が積もっているのを見るのが初
めてという方もちらほら。それぞれ雪だるまを作ったり、
ダイブしたり、存分に楽しまれていました。散策の最後に
はガイドが用意した温かいくろもじ茶を召し上がってい
ただき、白銀の森を後に、全国に帰っていかれました。
　森林セラピーの癒し効果の一つに「転地療法」という
ものがあります。「転地療法」とは、気候や風土環境が異
なる土地に滞在して保養を行い、病気の治療や体調不
良の改善を図る療法の事を指し、普段オフィスワーク中
心の皆様にはうってつけです。今後も「企業研修+森林
セラピー」の需要が増えていくと良いですね。

　東京大学名誉教授の養老孟司先生には、平成16年から中山間地域研究セン
ターの特別顧問にご就任いただいています。
　昨年、急遽中止となった講演会ですが、再度先生の講演会を企画いたしました。
　先生のご経験をふまえて、学ぶことの大切さ、生涯にわたり好奇心・探究心を持
ち続けることのすばらしさをお話いただきます。ぜひお出かけください。 養老孟司先生のプロフィール

1937年　神奈川県鎌倉市生まれ。1962
年東京大学医学部卒業。解剖学を専攻。
1995年　東京大学医学部教授を退官。
東京大学名誉教授。
2004年　島根県中山間地域研究セン
ター特別顧問に就任。
著書に「唯脳論」(青土社)「無思想の発見」
（筑摩書房）「バカの壁」「死の壁」「超バカ
の壁」（新潮社）など多数。
昆虫好きで「私の脳はなぜ虫が好きか？」
「養老孟司のデジタル昆虫図鑑」（日経BP
社）など昆虫に関する書籍も多い。

■講演テーマ　中山間地域の活性化のヒント
　　　　　　　～探究心を持ち続けることの大切さ～
■開 催 日 時　令和７年６月15日（日）　10時～11時30分
■場　　　所　島根県中山間地域研究センター２階　大会議室
■定　　　員　100名（要事前申込・入場無料）
■申　　　込　下記連絡先に電話（平日９時～１７時 ※５月15日から受付開始）
　　　　　　　　76-3858

問合せ　企画振興スタッフ　　76-3858

ゆ
う
な
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まちのスケジュール
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町の人口　4,251人（前月比－61人）  世帯数1,939戸　R7.4.1 現在

地元の山ハイキング！（衣掛山 武名ヶ平山）

ぼたんまつり（赤名観光ぼたん園周辺）

英語でおはなし会（中央図書館）

はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）※予約制

しまね家庭の日

ほっと。Café（来島保健センター）

ほっと。Café（来島保健センター）
オレンジカフェ（交流センターとんばら）

1歳6か月児・3歳児健診（保健福祉センター）

オレンジカフェ（赤名福島邸）

ほっと。Café（来島保健センター）

オレンジカフェ（つがか工房）

ほっと。Café【食講座】（来島保健センター）

小学校陸上大会

頓原中授業公開日・PTA総会

赤来中授業公開日・PTA総会

小学校修学旅行（～22日）

人権学習＋α（谷笑楽校）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

スマホで
広報誌を
読んでみ
ませんか

　

赤
名
公
民
館
主
催
の
連
続
企
画「
み
ん
な

で
絵
を
描
こ
う
」で
は
、子
ど
も
た
ち
が
12
月

よ
り
コ
ン
パ
ネ
板
８
枚
に
わ
た
り「
は
や
し

こ
」の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
太
歳
正
則
さ
ん（
写
真
右
・
上
赤

名
）。仕
事
の
傍
ら
、長
年
創
作
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

ハイブリッドウインドオーケストラコンサート（来島交流センター）

　

工
事
現
場
で
的
確
に
指
示
を
出
す
加
藤
康

平
さ
ん（
26
歳
）。建
築
会
社
に
勤
務
し
、現
場

監
督
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
の
就
職
活
動
を
始
め
る
際
、特
に

就
き
た
い
仕
事
が
な
か
っ
た
と
い
う
加
藤
さ

ん
。今
の
会
社
に
決
め
た
の
は
数
多
く
の
会

社
の
説
明
を
聞
く
中
で
、少
し
だ
け
興
味
が

わ
い
た
か
ら
だ
そ
う
。「
も
と
も
と
就
き
た
い

わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
で
、最
初
は
苦
労
し

ま
し
た
。精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
大
変
な

仕
事
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、４
年
間
働
く
中
で
少
し
ず
つ

成
長
し
て
い
る
と
い
う
加
藤
さ
ん
に
は
、仕

事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
そ
う
。「
ど
ん
な
立
場
の
人
で
も
意
見

を
聞
い
て
、そ
こ
か
ら
自
分
に
活
か
せ
る
こ

と
を
取
捨
選
択
し
て
、す
ぐ
に
実
行
し
て
い

ま
す
」と
話
し
ま
す
。考
え
て
行
動
し
、経
験

を
積
む
こ
と
を
意
識
し
て
仕
事
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
「
仕
事
に
本
気
に
な
れ
た
の
は
、娘
が
生
ま

れ
た
か
ら
で
す
」と
話
す
加
藤
さ
ん
。「
こ
れ

か
ら
は
自
分
よ
り
家
族
の
た
め
に
」と
覚
悟

が
生
ま
れ
た
と
言
い
ま
す
。「
祖
父
母
も
で
す

が
、特
に
両
親
が
大
き
な
存
在
で
す
。私
を
支

え
て
く
れ
た
自
慢
の
両
親
な
の
で
、自
分
も

子
ど
も
に
と
っ
て
自
慢
の
父
親
に
な
る
の
が

今
の
目
標
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、将
来
は
飯
南
高
校

野
球
部
の
コ
ー
チ
や
地
域
活
動
で
地
域
を
盛

り
上
げ
た
い
と
考
え
る
こ
と
も
。「
仕
事
は
順

調
で
す
け
ど
、飯
南
町
に
戻
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
も
今
は
、家
族
の
た

め
に
一
生
懸
命
働
き
た
い
」と
家
族
の
大
黒

柱
と
し
て
前
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

両
親
の
よ
う
に
家
族
の
た
め
に

45
このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人た
ちを紹介します。今
回登場した人が次の
人を指名。つながり
続くよどこまでも。

広島県出身。広島県内
の中学から祖父に誘
われ飯南高に入学。卒
業後、姫路獨協(どっ
きょう)大に進学し、野
球を続ける。卒業後、
兵庫県内の建設会社
に就職し現場監督な
どに従事（大阪在住）

公私とも忙しい日々を送っている加
藤さんのストレス解消はゴルフ。週末
に時間を作って打ちっ放しに行くの
だそう。「野球の球は打てるのに、な
んで止まっている球が上手く打てな
いのか分かりません。逆にストレスに
なりそうです」と笑っていました

ごう

加藤　康平
こう  へいか   とう
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